
 

 

 

令和７年の学校生活がスタートしました。年末年始はご家族での時間を大切にされたことと思い

ます。２０２５年は巳年。巳年は「成長」や「変革」の年という特徴があります。これからの３ヶ月

は、学年のまとめに加えて、最高学年に進級する準備をする時間です。子どもたちの自覚と自立を促

し、成長していけるように、担任一同力を合わせてまいります。  

ご家庭での温かい言葉かけや日々のサポートも、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市立日吉小学校 

第５学年  

学年だより１月号 

令和７年１月９日（木） 

国語 
「冬の朝」 

「想像力のスイッチを入れよう」など 
図工 「立ち上がれワイヤーアート」 

社会 「未来とつながる情報」 体育 ｢跳び箱運動｣「けがの防止」 

算数 
「割合」「割合とグラフ」 

「四角形や三角形の面積」 
家庭科 

｢ミシンにトライ！ 

手作りで楽しい生活｣ 

理科 「ふりこのきまり」 総合 
｢ユニバーサルデザイン｣ 

～相手に合わせることの大切さ～ 

音楽 「日本の音楽に親しもう」 道徳 規則の尊重 自由と責任 など 

学級活動 「新年の目標を立てよう」 外国語 「Welcome to Japan.」 

月 火 水 木 金 

６ ７     

 

 

８     B④ 

朝会 

給食開始 

９      ⑥ 

１・２組 

書き初め  

１０     ⑥ 

３・４組 

書き初め 

校庭開放日 

１３     

成人の日 

１４     ⑥ 

５・６組 

書き初め  

１５    Ｂ⑤ 

委員会  

１６     ⑥ 

  

１７     ⑥ 

校庭開放日 

２０    Ｂ④ 

校内研究授業のた

め、４時間授業  

２１     ⑥ 

集会 

２２    Ｂ④  ２３     ⑥  ２４     ⑥ 

2.3.5 年授業参観 

教育相談日 

校庭開放日 

２７    Ｂ⑥ 

 

２８     ⑥ 

集会 

２９    Ｂ⑤ 

クラブ 

校庭開放日 

３０     ⑥ ３１     ⑥ 

代表委員会 

校庭開放日 

＜２月の主な予定＞ 
６日（木）社会科見学        １１日（火）建国記念の日     

２４日（月）天皇誕生日の振替休日    ２８日（金）学校報告会・年度末学級懇談会 

☆２月６日（木）社会科見学について☆ 

 １２月号でもお知らせしました通り、社会科「未来をつくり出す工業生産」と「未来とつながる情

報」の学習で、「森永製菓鶴見工場」と「日本新聞博物館（ニュースパーク）」へバスで見学に行きま

す。   

当日は、１・２・３組と４・５・６組のスケジュールが異なります。後日配付するしおりをご確認

いただき、弁当の準備等していただきますようお願いいたします。 

 

全クラス共通 
○通常登校（８：００～８：２５の間） 

○持ち物 

・リュックサック ・弁当 ・水とう ・ゴミ袋 ・しおり ・筆記用具 ・雨具  

・ハンカチ ・ティッシュ ・エチケット袋 （・酔い止めなど） 

１・２・３組 
○スケジュール（予定） 

９：００日吉小学校発⇒１０：００ニュースパーク着⇒１１：００昼食（館内）⇒館内自由見学⇒ 

１２：００ニュースパーク退館⇒１２：４０森永製菓鶴見工場着（１３：００～１４：２０見学）

⇒１４：４５日吉小学校着⇒１５：０５頃下校 

４・５・６組 
○スケジュール（予定） 

９：２０日吉小学校発⇒９：４０森永製菓鶴見工場着（１０：００～１１：２０見学）⇒ 

１２：１５ニュースパーク着⇒１２：３０昼食（館内）⇒館内自由見学⇒ 

１４：１５ニュースパーク退館⇒１５：０５日吉小学校着⇒１５：１０頃下校 

１月の生活目標 「 手洗いをしっかりしよう 」 
○は時間数、BはBチャイム時程です。 

☆１月２４日（金）授業参観について☆ 

＜１時間目 ８：５５～９：４０ ２時間目 ９：４０～１０：２５＞ 
授業参観についての時間等は別紙でもお知らせいたしましたが、２３日が１，４，６年生、２

４日が２，３，５年生の参観日となっていますのでお間違えのないようにご確認ください。参観

は各家庭１名、１時間のみの参観となっています。内容については、各クラスで担任よりお知ら

せいたしますので、お子さんを通してご確認ください。 
☆１月２０日（月）徴収金額の変更について☆ 

 今年度に予定していた１月２０日（月）の徴収金額ですが、教材費の値上げや貸し切りバス料金

の高騰により約３０００円の不足が生じました。大変申し訳ありませんが、銀行口座の残高をご確

認いただき、不足がないようにお願いいたします。余った徴収金に関しては年度末に計算し、返金

いたします。 

 


